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平
成
2�
年
度
日
大
土
木
会
通
常

総
会
が
平
成
2�
年
6
月
26
日
金
曜

日
午
後
5
時
30
分
か
ら
日
本
大
学

理
工
学
部
駿
河
台
校
舎
１
号
館
２

階
の
一
二
一
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
総
務
部
会
長
鎌
尾
彰
司

氏
の
司
会
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
松

田
慎
一
郎
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

盛
武
建
二
氏
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
盛
武
建
二
氏
の
議
事
進
行
に

基
づ
き
第
１
号
議
案
平
成
20
年
度

収
支
報
告
・
事
業
報
告
・
監
査
報

告
、
第
２
号
議
案
平
成
2�
年
度
事

業
計
画
、
第
３
号
議
案
平
成
2�
年

度
予
算
案
、
第
4
号
議
案
そ
の
他

と
続
き
、
各
議
案
と
も
満
場
一
致

で
了
承
さ
れ
、
約
20
分
で
無
事
終

了
し
た
。

　

第
１
号
議
案
の
う
ち
、
平
成
20

年
度
収
支
決
算
は
表
１
の
と
お
り

で
あ
る
。
ま
た
、
第
３
号
議
案
の

平
成
2�
年
度
予
算
案
は
表
２
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
会
員
の
増
減
は
、
会
員

数
一
六
〇
三
人
（
平
成
2�
年
３
月

3�
日
現
在
）
で
、
平
成
20
年
度
内

増
減
異
動
に
つ
い
て
入
会
0
人
退

会
22
人
で
あ
っ
た
。

 

そ
の
後
午
後
6
時
30
分
よ
り
松

田
慎
一
郎
会
長
の
発
声
に
よ
っ
て

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
約
�
時
間

に
わ
た
り
会
員
相
互
の
懇
親
が
深

め
ら
れ
、
森
元
峯
夫
前
会
長
の
挨

拶
に
よ
り
閉
会
し
た
。

会
長
挨
拶　
　
　
　

松
田
慎
一
郎

　 

日
大
土
木
会
の
会
長
を
お
お
せ

つ
か
っ
て
お
り
ま
す
松
田
で
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
大
変
お
忙
し
い

中
、
土
木
会
総
会
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
土
木
会
は
平
成
�2
年
3
月

�7
日
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
が
、

早
い
も
の
で
9
年
を
経
過
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
会
員
の
皆
様

の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
各
部

会
を
中
心
に
活
発
な
活
動
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。
会
長
と
し
て
会

員
各
位
の
ご
努
力
に
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
存
知
の
よ
う

に
、
土
木
会
は
「
我
国
の
土
木
技

術
の
発
展
と
そ
の
国
際
化
を
通
じ

て
、
自
己
研
鑽
を
持
っ
て
母
校
日

本
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
在

学
中
の
学
部
生
や
、
大
学
院
生
に

対
し
て
特
別
講
義
を
実
施
す
る
と

と
も
に
優
れ
た
修
士
論
文
に
対
し

て
土
木
会
と
し
て
表
彰
を
行
う
な

ど
研
究
・
学
習
の
奨
励
に
貢
献
し

平
成
21
年
度

　

日
大
土
木
会
通
常
総
会
開
催

特
別
講
演
会
で

　

大
沢
専
任
講
師

 

平
成
二
十
一
年
度
総
会
に
引
き

続
き
、
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
の
講
師
は
理
工
学

部
土
木
工
学
科
専
任
講
師
の
大
沢

昌
玄
先
生
で
「
人
を
つ
な
ぎ
、
後

世
に
引
き
継
ぐ
都
市
へ-

土
木

の
総
合
商
社:

都
市
へ
の
夢-

」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
沢
先
生
は
、
昨
年
に
学
位

を
取
得
さ
れ
、
さ
ら
に
本
年
学
会

賞
を
２
件
受
賞
す
る
な
ど
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。 

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
若
者
に
土
木

の
面
白
さ
、
意
義
を
出
来
る
だ
け

素
直
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
実
社
会
で
は
、
土

木
を
め
ぐ
る
状
況
は
必
ず
し
も
順

調
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
地
震
や
台

風
が
頻
繁
に
来
襲
す
る
わ
が
国
に

お
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
今

後
と
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

土
木
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も

全
員
力
を
あ
わ
せ
て
、
わ
が
国
土

木
の
発
展
の
た
め
に
、
そ
し
て
心

の
古
里
、
母
校
日
本
大
学
の
発
展

の
た
め
に
、
協
力
す
る
体
制
を
整

え
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
何
卒
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
簡
単
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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各
学
科
よ
り
平
成
二
十
年
度
の

就
職
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
表
３
）
。
各
学
科
と
も
に
学
科
の

特
色
が
現
れ
て
い
る
就
職
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
会
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
学
生
の
就
職
支
援

を
大
き
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

各
学
科
を
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
総
務

部
会
長
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

　

教
育
支
援
事
業
の
一
部
に
使
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
理
工
学
部
土

木
工
学
科
に
�0
万
円
、
理
工
学
部

社
会
交
通
工
学
科
に
5
万
円
、
工

学
部
土
木
工
学
科
に
5
万
円
、
生

産
工
学
部
土
木
工
学
科
に
5
万
円

を
日
大
土
木
会
の
事
業
費
か
ら

25
万
円
が
寄
贈
さ
れ
た
。

 

理
工
土
木
で
は
優
秀
な
研
究
成

果
を
修
め
た
大
学
院
生
を
表
彰
す

る
日
大
土
木
会
奨
励
賞
と
し
て
、

理
工
社
会
交
通
で
は
就
職
に
関
す

る
講
演
会
（
四
月
）
と
懇
談
会
費

用
の
一
部
と
し
て
、
生
産
土
木
で

は
学
部
生
、
大
学
院
生
を
対
象
と

し
た
OB
講
演
会
の
経
費
の
一
部
と

し
て
、
ま
た
工
学
部
土
木
で
は
新

学
生
の
進
路

 

日
大
土
木
会
の

    

教
育
支
援
事
業

入
学
学
生
の
土
木
工
学
の
修
学
意

欲
の
高
揚
を
目
的
に
実
施
し
た
外

部
講
師
（
土
木
会
OB
に
よ
る
）
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
講
師
招
聘
の
経
費
の

一
部
と
し
て
寄
金
が
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

日大土木会奨励賞表彰式（理工土木学位記伝達式より）


